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大気や海洋を代表とする大規模流体において，回転の効果が流れの様相に及ぼす影響
を，偏微分方程式の観点から考察する．回転の効果を取り入れた流体の基礎方程式とし
て，次の非圧縮性 Navier-Stokes 方程式の初期値問題について考察する．
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∇p t > 0, x ∈ R3,

∇ · u = 0 t > 0, x ∈ R3,

u(0, x) = u0(x) x ∈ R3.

ここで，u = (u1(t, x), u2(t, x), u3(t, x)), p = p(t, x) はそれぞれ流体の速度場および圧力を
表す未知関数であり，正定数 ν, ρはそれぞれ流体の動粘性係数および密度を表す．第 1方
程式の左辺第 3項が回転の効果による Coriolis力であり，実定数 Ωは鉛直軸 e3 = (0, 0, 1)

の周りでの系の角周波数に対応する．
本講演では，上記の系の時間大域的可解性について考察する．特に，固定座標系（Ω = 0）
と比較した際に，回転の効果が系の可解性に与える影響を，初期速度場 u0 の大きさと回転
速度の観点から精密に特徴付けることを目的とする．回転効果による Coriolis力 2Ωe3×u

を歪対称線形作用素 LΩu とみなした際に，LΩ から生成される時間発展群において次の
振動積分が現れることが知られている：
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本講演では，上記の時間発展群 e±2iΩt
D3
|D| に対して得られた最適な時間減衰評価および時

空積分評価を紹介する．またその応用として，Coriolis 力付き Navier-Stokes 方程式の初
期値問題を考察し，系の時間大域的可解性を保証する初期速度場の大きさと回転速度との
関係式について述べる．
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